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Communicative Activity部会 ●●●●単元 

「話すこと」［発表］ 「話すこと」［やり取り］ 

スピーチ単元 プレゼンテーション単元 ディスカッション（ディベート）単元 
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【●●●●活動における必要な力】 

❶自分の立場を明確にすること 

❷自分の意見に理由を付け加えて話すこと 

❸聞き取った内容を理解し，相手の意見の内容に応じ

て反応すること 

❹ 

【●●●●活動における留意点】 

１書いたものは読み上げないこと 

２アイディアマップを作成する際，単語レベルで記入

し，メモに順序性はもたせいないこと 

３ 

４ 

 

【評価規準】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

  

 

 

 

 

【単元構想図】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

・該当しない箇所は網かけ25% 

・行動目標を分かりやす
く記載する。 

☞どういうことができれ
ばよいのかを具体的に 

・Ｇ長２人（H/C）で意思
疎通を図る。 

・「単元指導計画」や「展開案」を読むだけ
では見えてこない具体を記載する。 

☞陥りやすい指導 
☞指導のポイント 
・Ｇ長２人（H/C）で意思疎通を図る。 

・Ways No.59のように評価規準を３つの観点で記載する。 
☞Ways No.57とNo.58にある単元を取り上げる場合は，新学習指導
要領の趣旨を踏まえ，書き直す。 

【単元終末時に目指す生徒の姿】 

S1:  ・到達させたい生徒の姿として具体的に
英文で記述する。 

・生徒同士が対話する場合は「S1」「S2」
を用いる。 

・日本語MS明朝8pt，英語TNR8pt。 
・枠線はテキストボックス点線(0.75pt)。 

①オリエンテーション[SLW] 

【❶～❹】●●●●活動に必要な力を知り，「何

ができるようになればよいか」を理解することが

できる。 

単位時間の役割の明確化 
・「●●●●活動における必要な力」と「●●
●●活動における留意点」に関わって，そ
の具体を記載する。 

・教師の立場で記述する。 
・枠線はテキストボックス丸四角(0.75pt)。 
・日本語MS明朝8pt，英語TNR8pt。 

⑨USE Speak[SW] 【本時２】 

【❷】〇〇〇〇の活動を通して，前時に考えた自分

の立場と理由をもう一度明確にし，相手の意見に応

じて，理由を付け加えることができる。 

【２】アイディアマップを単語レベルで書けてい

るかの視点で見直し，相手の意見に応じて，内容を

選ぶ力を付ける。 

④Get Part2[RS] 【本時１】 

【❶】 

 

【２】 

⑧USE Read[RW] 

【❷❸】 

 

【３】 

単位時間のつながり 
・どの単位時間とどの単位時間につながりが
あるかを示す。 

・必ずしも全ての単位時間を記載する必要は
ない。 

・矢印の太さ1.5pt。 
・配置が決まったら，背面にする。 

矢印 
・これを使用する。 

本時の記載 
・【本時１or２】で記載する 
・MSゴシック8pt太 

・部会が考えるキーワードを記載 
・日本語MS明朝10.5pt 

矢印 
・これを使用し，該当単元の下に移動する。 
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